
同意第１号 

 

   山陽小野田市教育委員会の教育長の任命について 

 下記の者を山陽小野田市教育委員会の教育長に任命したいので、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第４条第１項の

規定により議会の同意を求める。 

 

  令和８年２月２０日提出 

 

                  山陽小野田市長 藤 田 剛 二 

 

記 

 

住  所  山陽小野田市日の出三丁目２番４１号 

 

氏  名  長 友 義 彦 

 

生年月日  昭和４０年１月１２日 

 

提案理由  長友義彦教育長の任期が令和８年６月８日をもって満了するため 

 

  



  （参  考） 

○ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

（組織） 

 第３条 教育委員会は、教育長及び４人の委員をもって組織する。ただし、

条例で定めるところにより、都道府県若しくは市又は地方公共団体の組合

のうち都道府県若しくは市が加入するものの教育委員会にあっては教育長

及び５人以上の委員、町村又は地方公共団体の組合のうち町村のみが加入

するものの教育委員会にあっては教育長及び２人以上の委員をもって組織

することができる。 

  （任命） 

 第４条 教育長は、当該地方公共団体の長の被選挙権を有する者で、人格が

高潔で、教育行政に関し識見を有するもののうちから、地方公共団体の長

が、議会の同意を得て、任命する。 

２～５ 略 

  （任期） 

 第５条 教育長の任期は３年とし、委員の任期は４年とする。ただし、補欠

の教育長又は委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 ２ 教育長及び委員は、再任されることができる。 

 

 

○ 現在の委員 

長 友 義 彦 （ R5.6.9～R8.6.8 ） 

 

 

 

 

  



経    歴 

 

現住所  山陽小野田市日の出三丁目２番４１号 

 

なが とも よし ひこ     

長  友  義  彦     

                  昭和４０年１月１２日生（６１歳） 

 

学     歴 

 

昭和６３年 ３ 月  広島大学 学校教育学部 卒業 

平成１４年 ３ 月  兵庫教育大学大学院学校教育研究科（修士課程）修了 

 

職     歴 

 

平 成 元 年 ４ 月  萩市立椿東小学校 

平 成 ３ 年 ４ 月  萩市立大島小学校 

平 成 ６ 年 ４ 月  宇部市立恩田小学校 

平 成 ９ 年 ４ 月  宇部市立新川小学校 

平成１２年 ４ 月  兵庫教育大学大学院 

平成１４年 ４ 月  宇部市立新川小学校 

平成１６年 ４ 月  宇部市教育委員会事務局学校教育課指導主事 

平成１９年 ４ 月  山陽小野田市立厚狭小学校（教育庁義務教育課厚狭分

室充て指導主事） 

平成２０年 ４ 月  教育庁義務教育課管理主事 

平成２１年 ４ 月  教育庁教育政策課主任（文部科学省派遣） 

平成２２年 ４ 月  教育庁教育政策課主任 

平成２４年 ４ 月  下松市立下松小学校教頭 

平成２６年 ４ 月  宇部市教育委員会事務局学校教育課課長補佐 



平成２７年 ４ 月  山口大学教育学部附属教育実践総合センター教授 

平成３１年 ４ 月  柳井市立柳東小学校校長 

令 和 ３ 年 ４ 月  山陽小野田市教育委員会事務局学校教育課長 

令 和 ５ 年 ６ 月  山口県教育庁義務教育課 

令 和 ５ 年 ６ 月  退職 

 

 

公  職  歴 

 

令和５年 ６ 月 

山陽小野田市教育委員会教育長 

現  在 

 

  

～～
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長 友 義 彦 
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令和８年（2026 年）２月２０日 

 

山陽小野田市教育委員会の教育長としての抱負 

 

長 友 義 彦   

 

 本市の教育行政に対し、日頃より格別の御理解と御支援を賜り、深く感謝申

し上げます。 

任期中、一時体調を崩した際にも温かく見守り支えてくださり、皆様のおか

げで無事３年間の任期を全うすることができました。心より御礼申し上げま

す。 

 これまでの３年間は、「子どもの尊厳を守り安心して学べる環境づくり」を

最優先に、教職員の資質向上や現場の慣行見直しに注力いたしました。「楽し

い学校づくり」の成果として、令和６年度は不登校数が減少傾向に転じていま

す。また、教育 DX を推進し、Google パートナーシップの下、授業での ICT

活用や校務支援システムの導入を進め、学びの質と校務効率の両面で成果を上

げてまいりました。社会教育の分野でも、オンラインを活用した次世代の図書

館づくりや、「二十歳のつどい」における地域連携など、新たなつながりを育

む取組を展開してまいりました。 

 一方で、教育の大きな転換期を迎えている今、取り組むべき課題も様々あり

ます。子どもと向き合う時間を確保するための教員の働き方改革や、施設整備

の加速、そして優秀な教員の確保は急務です。また、放課後子ども教室の全市

展開や部活動の地域移行など、学校外における「学びと居場所」の充実も強化

していかなければなりません。 

 令和８年４月からは、「第四期教育大綱」、そして「第二期山陽小野田市教

育振興基本計画」が始動します。大綱と本計画では、人口減少や AI 技術の進

展、人生 100 年時代を見据え、「学びがあふれるまち」を理念に掲げていま

す。①社会の持続的発展に向け学び続ける教育、②地域・家庭で共に学び合う



社会の実現、③Society 5.0 に向けた教育 DX と質の高い学びの環境整備、④

計画の実効性を支える基盤整備、の４つを柱とし、「ひと・こと・もの」との

つながりの中で、自ら課題を解決し未来を創る人を育んでまいります。子ども

から大人まで、一人ひとりの意志をもって夢や希望を実現し（Will-

being）、生きがいや豊かさを感じる教育を推進する所存です。 

これらの目標を達成するため、市長部局や議会との連携を一層密にし、地域・

家庭・学校の「つながり」を最大の強みとして、力強く、しなやかな教育行政

の舵取りをしてまいる覚悟です。子ども・大人の笑顔と学びがあふれるまち、

「スマイルシティ山陽小野田」を皆様と共に築いていけるよう、全力を尽くし

てまいります。 

 


